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平成２５年３月期 第２四半期決算概要

24年3月期
２Ｑ累計

25年3月期
２Ｑ累計

増減
（B-A）

（億円）

24年3月期
２Ｑ累計

25年3月期
２Ｑ累計

増減
（D C）

【連結】 【単体】

(4-9月) A (4-9月) B
（B A）

営業収益 7 224 7 898 ＋674

(4-9月) C (4-9月) D
（D-C）

営業収益
（運輸収入）

5,715 6,258 ＋542
営業収 7,224 7,898 ＋674

営業費用 5,267 5,461 ＋193

（運輸収入） (5,359) (5,816) (＋456)

営業費用 3,852 3,935 ＋825,267 5,461 ＋193

営業利益 1,956 2,436 ＋480

3,852 3,935 ＋82

営業利益 1,862 2,322 ＋460

営業外損益 △568 △589 △20 営業外損益 △555 △579 △23

経常利益 1,387 1,847 ＋460

四半期純利益 831 1 142 ＋310

経常利益 1,306 1,743 ＋437

四半期純利益 787 1 091 ＋303四半期純利益 831 1,142 ＋310 四半期純利益 787 1,091 ＋303
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◆長期債務残高 連結：2兆7,289億円（前期末比△1,377億円） 単体：2兆6,988億円（同△1,302億円）



平成２５年３月期第２四半期決算概要
（単体営業収益及び費用）

（億円）24年3月期
２Ｑ累計 A

25年3月期
２Ｑ累計 B

増減
(B-A)

営業収益 5 715 6 258 ＋542営業収益
（運輸収入）

5,715
（5,359）

6,258
（5,816）

＋542
（＋456）

営業費用 3,852 3,935 ＋82営業費用 3,852 3,935 ＋82

人件費 858 859 ＋1

物件費 1,683 1,845 ＋162, ,

－動力費 166 179 ＋12

－修繕費 689 793 ＋103

－業務費 827 873 ＋46

租税公課 163 165 ＋1

減価償却費 1,147 1,064 △83

◆東海道新幹線断面輸送量 （対前年比・東京口、1日平均）
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１Ｑ（４～６月） １１４％
２Ｑ（７～９月） １０５％

上期累計 １０９％
（一昨年比 １０５％）



平成２５年３月期第２四半期決算概要
（セグメント別）

（億円）
24年3月期
２Ｑ累計 A

25年3月期
２Ｑ累計 B

増減
（B-A）

営業収益 7,224 7,898 ＋674

運輸業 5,705 6,247 ＋542

流通業 980 1,030 ＋50

不動産業 309 319 ＋9

その他 946 952 ＋6

営業費用 5,267 5,461 ＋193

営業利益 1,956 2,436 ＋480

運輸業 1,844 2,302 ＋458

流通業 23 33 ＋10

不動産業 71 77 ＋6

※営業収益・営業利益のセグメント別の数値はセグメント間取引の相殺消去を行う前の値 4

その他 32 18 △14



平成２５年３月期 第２四半期決算説明会

Ⅱ.平成２５年３月期業績予想、主な施策展開

取締役 専務執行役員
総合企画本部長総合企画本部長

宮澤 勝己
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上期実績の推移
（東海道新幹線輸送量）

127130

◆東海道新幹線断面輸送量（対前年比・東京口）
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・上期の運輸収入は、対前年＋４５６億円 （前回予想：対前年 ＋２００億円）。

・下期は、前年並みを確保する計画。 通期運輸収入：１１，５３８億円（対前回予想 ＋２５６億円）
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平成２５年３月期 通期業績予想の修正
（単体）

（億円）25年3月期
前回予想 A

25年3月期
今回予想 B

増減
(B-A)

営業収益 12 040 12 300 ＋260営業収益 12,040 12,300 ＋260

営業費用 8,470 8,500 ＋30

人件費 1 720 1 720 -人件費 1,720 1,720

物件費 4,200 4,230 ＋30

－動力費 360 370 ＋10

－修繕費 1,960 1,960 -

－業務費 1,880 1,900 ＋20

租税公課 330 330 -

減価償却費 2,220 2,220 -

営業利益 3,570 3,800 ＋230

営業外損益 △960 △990 △30

経常利益
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経常利益 2,610 2,810 ＋200

当期純利益 1,640 1,770 ＋130



平成２５年３月期 通期業績予想の修正
（セグメント別）

（億円）
25年3月期
前回予想 A

25年3月期
今回予想 B

増減
（B-A）

営業収益 15 520 15 800 ＋280営業収益 15,520 15,800 ＋280

運輸業 12,019 12,279 ＋260

流通業 2,055 2,074 ＋19

不動産業 637 643 ＋6

その他 2,332 2,410 ＋78

営業費用 11,690 11,730 ＋40

営業利益 3,830 4,070 ＋240

運輸業 3 541 3 771 ＋230運輸業 3,541 3,771 ＋230

流通業 60 62 ＋2

不動産業 127 130 ＋3

その他 93 91 △2

営業外損益 △980 △1,010 △30

8※営業収益・営業利益のセグメント別の数値は セグメント間取引の相殺消去を行う前の値

経常利益 2,850 3,060 ＋210

当期純利益 1,730 1,870 ＋140



主な施策展開

■安全・安定輸送の確保

・ 東海道新幹線： 盛土・橋脚の耐震補強、脱線・逸脱防止対策、

・ 在来線：落石対策・踏切保安設備改良、新型車両への取替等を推進

「総 修 を グ プ 体 安全 ビ

地震防災システムの機能強化

・ 「総合研修センター」を活用し、グループ一体として安全やサービスに

主眼を置いた社員教育を充実

■東海道新幹線における輸送サービスの充実

・ ７００系の取替のためＮ７００Ａを順次投入

→平成２５（２０１３）年２月８日（金）よりＮ７００Ａ営業運転開始

9
在来線総合訓練装置（総合研修センター）東海道新幹線の脱線・逸脱防止対策



主な施策展開

■営業施策の強化

・ 「ＥＸ－ＩＣサービス」のご利用及び「エクスプレス予約」の会員数の拡大

・ 「プラスＥＸ」サービスを１０月９日（火）より東海道新幹線でスタート

→ 「エクスプレス予約」で定評のある”指定席ネット予約＆IC乗車サービス”を

既にお持ちのクレジットカードで決済可能に（※）

エクスプレス予約会員・利用件数（万人） （万件）ク 予約会員 利用件数

44
47

8 1
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（万人）

会員数（JR東海）

会員数（JR西日本）

（万件）

利用件数（右軸）
（平日１日平均）

129 141 154 16121
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※「エクスプレス予約」と「プラスEX」は、予約・変更・ＩＣ乗車の利便性は同等ですが、サービス内容（取扱区間・取扱商品・おねだん・年会費・ご利用代金決済方法等）
が異なります。 詳しくは「エクスプレス予約ホームページ」（ http://expy.jp/ ）及び「プラスEXホームページ」（ http://plus-ex.jp/ ）をご覧ください。



主な施策展開

■関連事業展開の推進

・名古屋駅新ビル（仮称）について、既存ビルを解体し、新ビルの建設を推進

→１０月１７日（水）起工式

→平成２７（２０１５）年末 完成・オフィス入居開始

→平成２８（２０１６）年春 タカシマヤ・ホテル開業 （予定）
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外観（東側）イメージ歩行者通路（２階）イメージ スカイストリート・中庭（15階）イメージ



中央新幹線計画の推進

営業主体・建設主体指名、整備計画決定、建設指示

■計画の進捗

5月営業主体 建設主体指名、整備計画決定、建設指示

「配慮書」公表 6・8月

「方法書」公告 9月

H23
（2011）
年度

5月

方法書説明会

環
境

年度

中央新幹線計画に関する調査（猛禽類の2営巣期）

環境影響の予測

環境影響の評価

境
ア
セ
ス

中央新幹線計画に関する
説明会H24

（2012）
年度 山梨県（5/25） 岐阜県（6/13）

長野県（7/12） 神奈川県（8/21）環境影響の評価
メ
ン
ト

長野県（7/12） 神奈川県（8/21）
愛知県（9/7） 東京都（9/20）

「準備書」公告

準備書説明会

「評価書」公告

H25
（2013）

年度以降

「評価書」公告

工事実施計画申請・認可
着工 12



中央新幹線計画の推進

■超電導リニア技術のブラッシュアップ

ブ プ・技術の更なるブラッシュアップと、建設・運営・

保守のコストダウンに取り組む。

・山梨リニア実験線の42.8kmへの延伸と、設備

の全面的な更新を着実に進め、平成25（2013）

年末までの走行試験開始を目指す

山梨リニア実験線(上野原市秋山地区)の工事の様子

年末までの走行試験開始を目指す。

・新型車両であるＬ０系の製作を推進する。

13山梨リニア実験線 新型車両Ｌ０（エル・ゼロ）系



平成２５年３月期 第２四半期決算説明会
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東海旅客鉄道株式会社

平成24年10月30日



本資料に記載されている将来の計画や見込み数値等は、当社が現在入手可能な情
報に基づく見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。潜在的なリスクや不確
実性の例としては 経済動向や事業環境 消費動向 当社および子会社における他
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実性の例としては、経済動向や事業環境、消費動向、当社および子会社における他
社との競合状況、法律や規制等の変更などが挙げられます。


